様式　９－2

出 来 形 確 認 部 分 内 訳 書

工事番号：　　　　　　　　　　　　　
工事名：　　　　　　　　　　　　　　　検査日：令和　 年　 月　 日　　　

受注者名：　　　　　　　　　　　　　　　基準日：令和　 年　 月　 日現在　

	費目
	工種
	種別
	契約数量
	単位
	出来形数量
	出来形数量　　　　　　　　比率
	摘 要

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


(注)「出来形確認部分内訳書」作成上の注意事項

1 本通知表は、契約書第37条第3項に基づく既済部分の検査により確認した出来形数量について作成し、「既済
部分確認通知書」に添付して発注者に通知するものとする。

2「基準日」は既済部分確認請求日と同じとし、同日現在の「契約数量」及び「出来形数量」について記載すること。

3「費目・工種・種別」は、金抜き設計書の工事費内訳書と整合させ、共通仮設費まで記載すること。

4 ｢共通仮設費」については、率分のみの場合は内訳の記載は不要とし、積み上げ分がある場合には内訳(種別)
まで記載すること。
5「出来形数量比率」は、出来形数量÷契約数量で算出し、少数第4位以下を切り捨てること。

　  (１式計上されているものについては、別途積み上げ、出来形比率を算出すること。)

発 注 者 作 成
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